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抽象度（横軸）とは

具体的

抽象的

：実際のシステム像

：設計解空間

設計等の成果物（頂点）

最上位は企画書などが典型

設計を継承して選択可能な

具体的なシステム（底面）

工程の進行によって、コンポーネント分解や

設計属性の追加によって、選択できる設計解が

絞られていく（フェーズドアプローチ）

具体的なシステム提示によって、最適解に調整

してゆく（Agileアプローチ）

最終的に収束する
システム像

仮説の発想

（理論武装と思いめぐらす）

論
理
展
開
と
精
緻
化

課
題
の
認
識

具現化と検証（実
証）

（客観的裏付け）

（課題の深化、問題発見）（解決のアイデア）

■状況に合わせ、それぞれを適度なレベルで実施すること。
→工程進度、課題特性、意思決定者の志向

（方針か詳細実施か、理論派かビジョン派か）

・課題を発見、選定
・課題の醸成
・情報収集と実施機会の判断

→社内ネットワーク、外部のトレンド把握
・課題対象範囲を大括りする
・ステークホルダの識別

・課題の形式化
・誰から仮説を導くか
・発想方法の選定
・仮説の妥当性を見通す
・課題解決の定石を収集する

・仮説の演繹的な詳細化
・課題と仮説の関係整理と妥当性
・前提や制約事項との関係整理と妥当性
・争点や事実検証事項の洗い出しと解決策

・仮説の具現化
・有識者への確認やレビュ
・仮説の確からしさの判断
・更なる課題の抽出

課題解決思考サイクル
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全体工程

データ完全性パターン
パターン名称

1 Null値の扱い

2 グラフ構造表現

3 エンティティ間の順序（全順序）

4 抽象度のレベル

5 複合ドメイン

6 部分集合

7 UODにおける時間のスパン

8 関連（リレーション・シップ）の強度

9 導出関係および非正規形

10 更新および参照

11 階層分類

12 曖昧集合、非集合、未集合

13 外部述語と内部述語の差分

大分類

多頻度リリースと開発連携

関係モデルの限界（Limitations）

１．多値論理、undecidable（関係モデルは、排中律が前提)

２．全順序（グラフ構造、連続）

３．関係操作以外のアルゴリズム（基底→導出）

４．異なる時間サイクル（時間依存、非依存の混同）

５．抽象度コントロール（階数<型理論>や階層構造）

６．One fact in One place とユーザ関心表現の矛盾

７．外部述語と内部述語の不一致

８．語彙統制（タクソノミー、ドメイン構造）

９．データ値の解釈性

10．閉世界仮説(Closed World Assumption)が前提

✓ トレードオフの克服

✓ フレキシビリティの確保

✓ 組織学習と改善

1.ＪＩＴ（少ロット多頻度提供と自律的な連携）

2.ニンベンつきの自働化とフレキシブル化

3.多能工化

4.継続的改善とTQC

5.開発段階の重複と統合(Simultaneous Engineering）

6.重量級PM制

Agilityに貢献する代表的な方式
トヨタの生産方式（Lean Product System)の特長

“生産システムの進化論，藤本隆宏,1998”より

トヨタの生産方式（Lean Production）のアナロジー

徹底したムダの排除

AxSEM® for 
Concurrent Engineering

AxSEM® for
Formal System

& Evolution

Packages Formation

「AxSEM®」は、株式会社プライドの登録商標です。

達成課題

～データ資産化のために～

～確かな原理で～


